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【用語解説】 

*1 *2 別紙参照 

*3 ブラックホール 
 

  ブラックホール ( またはコラプサー ) とは、極めて高密度・高質量のため光さえも脱出

することができないたいへん強い重力を持った天体である。ほとんどすべての銀河の中心

には、巨大なブラックホールがあるといわれており、銀河・恒星及び惑星の形成に対して

重要な役割を果たしていると考えられている。また、ブラックホール付近では事象の地平

線・重力の特異点といった、通常の物理法則が通用しないような現象が予言されている。 
 

 

*4 VLBI ( Very – Long Baseline Interferometer , 超長距離基線干渉計 ) 

 
 

 電波望遠鏡を用いた電波信号の観測手法としては、一つの望遠鏡で観測が 完結す

る単一望遠鏡観測と、複数望遠鏡の観測結果を足し合わせる ( この操作を干渉とい

う ) 電波干渉計という 2 種類の手法がある。電波干渉計のうち特に観測機器を直接

接続せず、離れた場所で原子時計・GPS を用いた極めて正確な時刻合わせを行った

上で干渉計を構築することを VLBI という。 

 

  VLBI の角度分解能は、構成する望遠鏡間の最長距離 ( 最長基線という )、 および 

観測周波数に比例して高くなり、例えば最長基線 1000km , 230GHz の場合ではおよそ

300 マイクロ秒角 – 1 千万分の 1 度を分解することが出来る。一方で感度 ( どれだけ弱い

信号を検出できるか ) については、2 台での VLBI では極めて低いが、構成する望遠鏡が

多くなるほど高くなっていく。ブラックホールを検出するためには、多くの望遠鏡の協力が必

要になる。 

 

 

*5 角度分解能 

 

 ある観測装置が、対象をどれだけ細かく識別することが出来るかをあらわす指標である。 

 人間の目の「視力」も角度分解能で定義されており、視力 1.0 は 1 分角 = 1/60 度を識別

できる状態である。VLBI の場合、観測波長と基線長(望遠鏡間の距離)の比となるため極め

て高い角度分解能となる。 

 

 

＜参考＞ 

 

大阪府立大学 理学系研究科 宇宙物理学研究室   http://www.astro.s.osakafu-u.ac.jp/ 
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